
　

６
月
８
日
（
月
）、
ハ
ワ
イ
ア
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
大
手
公
民
館
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。「
こ
こ
は
ハ

ワ
イ
？
？
ア
ロ
ハ
～
」
誰
も
が
ハ

ワ
イ
の
情
景
を
頭
に
浮
か
ば
せ
ま

す
。

　

今
日
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
の
開

催
日
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開

催
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
感
染

症
対
策
を
行
い
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
資
格
を
持
つ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
先
生
を
講
師
に
招
き
、
初
歩
か

ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
学
び
ま
す
。

　

参
加
者
は
女
性
を
中
心
に
15

名
。
先
生
が
貸
し
出
し
て
く
れ
る

パ
ウ
ス
カ
ー
ト
、
レ
イ
、
花
の
飾

り
を
頭
に
つ
け
れ
ば
、
と
て
も
き

れ
い
な
フ
ラ
ガ
ー
ル
（
ボ
ー
イ
も

い
ま
す
）
集
団
が
出
来
上
が
り
ま

す
。
さ
あ
早
速
踊
り
ま
し
ょ
う
♪

　

ま
ず
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
基
本
的

な
姿
勢
を
学
び
ま
す
。
両
足
を
こ

ぶ
し
が
一
つ
入
る
幅
に
開
き
、
膝

を
少
し
曲
げ

ま
す
。
も
も

が
プ
ル
プ
ル

し
て
き
ま
す
。

　

次
に
ス

テ
ッ
プ
を
学

び
ま
す
。
カ

オ
ス
テ
ッ
プ

や
カ
ホ
ロ
ス

テ
ッ
プ
な
ど
、

５
種
類
の
ス

テ
ッ
プ
を
覚

え
ま
し
た
。

　

体
重
移
動
を
意
識
し
て
左
右
に

動
け
ば
、
ス
カ
ー
ト
が
自
然
と
揺

れ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
感
じ
が
出
て

き
ま
す
。

　

今
は
『
月
の
夜
は
』
と
い
う
曲

の
振
り
付
け
を
覚
え
て
い
ま
す
。

歌
詞
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
上
半
身
の

動
き
を
覚
え
、
ス
テ
ッ
プ
を
左
右

に
踏
み
な
が
ら
手
と
腕
を
動
か
し

ま
す
。
足
の
筋
肉
を
使
い
な
が
ら

手
足
を
同
時
に
動
か
す
た
め
、
下

半
身
の
ス
リ
ム
ア
ッ
プ
と
脳
ト
レ

フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
始
ま
る

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
今
日
は
オ
レ
ン
ジ
を
テ
ー
マ
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
♪
」

　
「
あ
な
た
の
ス
カ
ー
ト
素
敵
♡
」

　
「
先
生
の
見
本
が
な
い
と
踊
れ

な
い
！
」

　
「
体
も
頭
も
同
時
に
使
う
か
ら

い
い
脳
ト
レ
♪
」

　
「
思
っ
た
よ
り
曲
の
テ
ン
ポ
が

速
く
て
大
変
！
」

　
「
中
條
主
事
の
腰
つ
き
が
悩
ま

し
い
～
（
笑
）」

　

１
時
間
ほ
ど
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
習

い
、
い
い
汗
を
か
い
て
本
日
の
講

座
は
終
了
で
す
。

　
「
先
生
、
こ
こ
の
ス
テ
ッ
プ
を
も

う
一
度
教
え
て
！
」

　
「
主
事
さ
ん
、
月
に
一
回
じ
ゃ
少

な
く
て
忘
れ
ち
ゃ
う
か
ら
、
月
２

回
や
っ
て
ほ
し
い
！
」

　

意
欲
的
な
フ
ラ
ガ
ー
ル
達
に
よ

り
、
講
座
は
月
２
回
開
催
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
２
週
間
後
に
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。
ア
ロ
ハ
～
♪

�
（
文
：
こ
っ
そ
り
参
加
の
Ｎ
）

　
～
自
戒
の
念
を
込
め
て
～

　

自
分
の
体
重
が
気
に
な
り
だ
し

た
の
は
、
ス
ー
ツ
が
小
さ
く
な
っ
た

こ
と
に
気
が
付
い
た
頃
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
体
重
な
ど
あ
ま
り
気

に
し
な
い
で
自
由
に
食
べ
た
い
も

の
を
食
べ
、
人
並
み
に
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
社

会
人
に
な
り
た
て
の
頃
は
、
身
長
、

体
重
と
も
正
常
の
範
囲
内
で
し
た

が
、
そ
の
後
の
検
診
の
時
に
告
げ

ら
れ
た
数
値
は
意
外
な
も
の
で
し
た
。

自
分
の
体
調
に
は
あ
ま
り
注
意
を

払
っ
て
い
な
か
っ
た
結
果
が
そ
の
数

値
に
表
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
成
人
病
は
生
活
習
慣

病
と
改
称
さ
れ
、
生
活
習
慣
に
対

す
る
人
々
の
意
識
も
変
わ
り
ま
し

た
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

と
い
う
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
、
健
康
食
品
な
ど
を

利
用
す
る
人
々
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

食
生
活
の
西
洋
化
に
伴
い
、
日

本
人
の
脂
肪
の
摂
取
比
率
が
急
増

し
肥
満
を
招
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
肥
満
は
、
脂
肪
が
体
内
に

過
剰
に
蓄
積
し
た
状
態
で
あ
り
、

生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
す
。

　

健
康
な
生
活
を
維
持
し
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
食
事
を
中
心
と
し
た

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
る
こ
と

が
大
切
で
す
。�

（
Ｔ
・
Ｋ
） 　

～
ユ
リ
ノ
キ
～

　

北
米
の
中
部
に
産
す
る
落
葉
高

木
。
大
き
い
も
の
は
高
さ
60
ｍ
、

直
径
３
ｍ
に
達
す
る
も
の
が
あ
る
。

花
は
鐘
形
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
よ

う
に
、
色
は
黄
緑
、
弁
は
６
枚
、

葉
が
開
い
た
後
に
開
花
す
る
の
で
、

時
に
気
づ
か
ぬ
こ
と
も
あ
る
。
ユ

リ
ノ
キ
の
名
は
花
の
形
か
ら
き
た

も
の
で
あ
る
が
、
別
名
を
ハ
ン
テ

ン
ボ
ク
と
い
う
。
こ
れ
は
葉
の
形

が
は
ん
て
ん
に
似
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　

ユ
リ
ノ
キ
は
松
本
城
太
鼓
門
か

ら
入
り
、
博
物
館
の
方
へ
曲
が
っ

て
左
側
の
ベ
ン
チ
の
近
く
に
あ
り

ま
す
。
例
年
５
月
か
ら
６
月
ご
ろ

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
今
は

花
が
終
わ
り
、
実
が
な
っ
て
い
ま

す
。

参
考
文
献
：�

岡
本
省
吾
著

　
　
　
　
　
『
標
準
原
色
図
鑑
全
集
第
８
巻
』

中
央
地
区
の
樹
木
②

ユリノキ

ユリノ
キの花

カラフルな衣装を着て

踊りましょう♪
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一
昨
年
か
ら

始
ま
り
、
去

年
も
好
評
を

博
し
た
「
よ
う

こ
く
朝
市
」
と

「
城
南
あ
さ
市
」

が
６
月
か
ら
再

開
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
心
配

が
あ
る
た
め
、
お
茶
の
み
処
は
中

止
に
し
、
列
を
作
っ
て
買
い
物
す

る
人
を
制
限
す
る
な
ど
、
実
行
委

員
会
の
皆
さ
ん
で
知
恵
を
出
し
合

い
、
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
梅
雨
の
時
期
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
開
催
当
日
は
ど
ち
ら

の
市
も
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、

城
南
あ
さ
市
は
何
と
か
持
ち
こ
た

え
て
開
催
が
で
き
ま
し
た
。
よ
う

こ
く
朝
市
は
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

次
回
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

二
つ
の
朝
市
で
は
、
新
鮮
な
野

菜
や
お
い
し
い
タ
マ
ゴ
、
ス
テ
キ

な
お
花
な
ど
、
普
段
な
か
な
か
手

に
入
ら
な
い
魅
力
的
な
品
が
た
く

さ
ん
並
ん
で
お
り
、
訪
れ
た
方
は

ゴ
キ
ゲ
ン
で
買
い
物
を
し
て
い
ま

す
。

　

普
段
な
ら
買
い
物
の
後
は
お
茶

の
み
処
に
立
ち
寄
っ
て
、
ゆ
っ
く

り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
の

で
す
が
、
そ
れ
が
今
は
で
き
な
い

の
が
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。

　

記
事
を
読
ん
で
い
て
、「
な
ん

だ
か
楽
し
そ
う
だ
な
」
と
思
っ
た

り
、「
私
も
野
菜
や
卵
が
欲
し

い
！
」
と
思
っ
た
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

朝
市
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
陽

気
で
ゴ
キ
ゲ
ン
な
朝
市
が
待
っ
て

い
ま
す
よ
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〈 

城
南
あ
さ
市 

〉

　
　

毎
月
第
２
日
曜
日　

９
時
～

　
　

大
手
公
民
館
前
で
開
催

　
〈 

よ
う
こ
く
朝
市 

〉
　

　
　

毎
月
第
４
日
曜
日　

９
時
～

　
　

松
本
神
社
に
て
開
催

　

※�

い
ず
れ
も
11
月
ま
で
の
予
定
。

　
　

小
雨
決
行
。

朝市
　始まる

町会紹介
今町二丁目

　
「
道
祖
神
の

あ
る
街
を
き
れ

い
に
し
よ
う
」

　

今
町
２
丁
目

町
会
で
は
、
年

に
２
回
（
春
・

秋
）、
道
祖
神

の
あ
る
今
町
通
り
（
こ
ま
く
さ

道
路
）
の
清
掃
美
化
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
沿
道
の
植
栽

帯
の
除
草
や
プ
ラ
ン
タ
ー
花
壇

の
手
入
れ
、
道
祖
神
の
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
公
民
館
長
が
中
心
と

な
っ
て
、
毎
回
15
人
ほ
ど
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

今
町
通
り
は
交
通
量
も
多

く
、
高
校
生
な
ど
の
歩
行
者

も
多
い
通
り
で
す
。
通
行
人
に

と
っ
て
も
利
用
し
や
す
い
通
り

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
町
２
丁
目
に
は
町
内
公
民

館
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
清
掃
活

動
が
町
内
住
民
の
交
流
を
図
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賑わいを取り戻した城南あさ市

　

大
蔦　
　

宏
（
上
土
町
）　

◎
藤
村　

吉
彦
（
緑
町
）

　

望
月　

益
榮
（
小
柳
町
）

　

長
谷
川　

均
（
大
名
町
）

　

出
井　

健
二
（
南
土
井
尻
町
）

　

栗
田　

幸
一
（
土
井
尻
町
）

　

宇
留
賀 

昭
夫
（
北
土
井
尻
町
）

　

奥
田　

正
男
（
二
ノ
丸
町
）

◯
丸
山　

一
雄
（
西
堀
町
）

　

細
萱　

博
信
（
六
九
町
）

　

赤
羽　

郁
夫
（
今
町
一
丁
目
）

　

青
木　

康
治
（
今
町
二
丁
目
）

◯
野
村　

長
司
（
松
栄
町
）

　

中
田　
　

充
（
鷹
匠
町
）

　

竹
内　

和
正
（
丸
の
内
）

　

中
村　

恭
平
（
大
柳
町
）

�

（
◎
会
長　

〇
副
会
長
）

◆
運
営
委
員

○
青
木　

光
代　
　

赤
羽　

郁
夫

　

川
久
保　

潔　
　

北
原　

正
嗣

　

高
木　
　

健　
　

髙
野　

和
子

　

中
田　

俊
雄　
　

中
田　
　

充

○
野
村　

長
司　
　

藤
田　

久
夫

◎
藤
村　

吉
彦　
　

藤
森　

典
人

　

正
木　
　

輝　

○
増
田　

博
志

　

丸
山　

一
雄　
　

丸
山　
　

隼

　

簑
輪　

徹
朗　
　

望
月　

益
榮

　

山
本　

文
彦

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員

　

小
笠
原
友
信　
　

久
保
田
忠
史

　

栗
田　

幸
一　

◎
中
田　
　

充

　

細
萱　

博
信　
　

正
木　
　

輝

　

増
田　

博
志　
　

丸
山　

一
雄

　

輪
湖
弥
之
助

◆
文
化
委
員

○
青
木　

光
代　
　

安
藤
ふ
志
江

　

出
井
久
美
子　
　

犬
飼　

富
雄

　

宇
留
賀
昭
夫　
　

大
蔦　

住
子

　

奥
田　

正
男　
　

杉
山　

敬
子

　

竹
内　

和
正　
　

多
湖　

佳
子

　

中
田
ま
ち
子　
　

中
田　

善
雄

　

中
村　

恭
平　

◎
長
谷
川　

均

　

正
木　
　

輝　
　

丸
山　
　

隼

　

丸
山　
　

泰　
　

矢
ケ
崎
紀
子

　

吉
崎　

麻
樹

◆
体
育
委
員

○
青
木　

康
治　
　

大
蔦　
　

宏

　

出
井　

健
二　
　

細
萱　

博
信

◎
望
月　

益
榮　

�

（
◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長
）

●

令
和
二
年
度 

町
会
長
紹
介

●

公
民
館
委
員
紹
介

　６月２６日金、大手公民館で文化委員会が開
催され、今年度のふれあい祭りについて話し
合いが行われました。
　開催日は10月18日日、開催内容については
新型コロナの状況を見て、お盆明けに再度検
討し、実行委員会へ提案することとなりました。
　なお、作品展示は通常通り行います。写真、
絵画、手芸、工作など、皆さんの作品を公民
館で展示しませんか？

今年のふれあい祭りは？

▲ 今町通り

▲▲   通り沿いの道祖神通り沿いの道祖神
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